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福島原発事故避難者として柏崎刈羽原発を考える

   大賀あや子 OGA Ayako
：柏崎刈羽原発再稼働の是非を考える新潟県民ネットワーク

：「避難の権利」を求める原発避難者の会

Evacuated from country side in Nogami, Okuma town, 
located 7.5km from Fukushima-1 NPP
自己紹介：避難元は福島第一原発から7.5ｋｍ双葉郡大熊町野上の田園



March, 2011: Symposium 
“Forty years with Fukushima 
NPP, Dreaming Our Future”
Symposists include former 
Fukushima Governor and 
Tetsunari Iida
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2011年3月26日、福島第一原発1
号機40年の日に開催予定だった
「ふくしま原発40年と

わたしたちの未来」

ゲストに前福島県知事佐藤栄佐久
さんや飯田哲也さん等を迎え、

「廃炉と、廃炉時代の地域社会を考
え行動しよう」という年間キャン
ペーンの皮切りだった。



Abundant wild 
Mushrooms 
surround us 
(October 2005)
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2005年秋、
山の野生キノコの恵みに
喜んでいた (イノハナ茸)

「原発に何かあったら、キマリ（終わり）だっぺ」
～「終わりではなく、それからが大変だと思う・・・」



Large areas were found to be contaminated, and 
government evacuation orders were limited.
広大な汚染の判明、避難指示区域は限定的だった
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Dispersion and deposition of 
radioactive plume: Detected in air, 
food, water, and breast milk ← 
Breast milk was promptly 
investigated and announced by 
citizen's group and co-op

Initial radiation exposure of 
residents: Concealment of core 
meltdown, concealment of SPEEDI-
system information and manuals, 
lack of radiation measurement 
surveys

・放射性プルームの飛散、沈着・・・大気
中・食品・水・母乳から検出 ←母乳は市
民団体・生協がいち早く調査・発表

・住民の初期被曝：炉心溶融の隠蔽、
SPEEDI情報とマニュアルの隠蔽 、放
射能測定調査の不足



放射性物質があらゆる生活環境を汚染し、
放射性廃棄物が増えていく

7

Radioactive contaminant everywhere, 
Radioactive wastes proliferate daily

Rice stalk, compost

Residential wastes

Water Treatment sludge

Sewer Treatment sludge

Municipal Incinerator wastes

“Generation Processes of Designated wastes”

Ministry of the Environment, Japan 環境省



原発事故子ども・被災者支援法 に期待したが・・・



Ministry of the Environment                                                                                                  

出典：環境省
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Minnano date site  出典:みんなのデータサイト

The Result of radioactivity measurement of 
Soil 2011  東日本17都県土壌放射能測定マップ

汚染状況重点調査地域指定図
（辞退もあり、後年解除あり）

Cs-134 and Cs-137 in 
17 prefectures in 
Japan(As of March 
2011) 



Number of nuclear victims in Chernobyl and Fukushima
チェルノブイリと福島核惨事の被災者数
Extract fromUNSCEAR* Report. 2000,2008,2013 ; National Census of 
Japan. 2010 *UN Scientific Committee on the Effects of Atomic Radiation データはUNSCEAR報告
と国勢調査より

Table by Y.Yoshida 作表：吉田由布子氏
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Clean-up workers

Evacuees/Reside
nts in designated 
evacuation areas

Residents in 
contaminated areas of 

Russia, Belarus and 
Ukraine/Residents in 

Intensive 
Contamination Survey 

Area



柏崎刈羽原発で万一
の事故が起きたら、
二重の被害を与える

福島原発事故によるヨウ素131放出のシミュレーション
UNSCEAR＝放射線の影響に関する国連科学委員会

http://www.unscear.org/unscear/en/publications/2013_1_Attachments.html
（柏崎刈羽から２００ｋｍ）



柏崎刈羽原発で何かあったら
再び避難しなければいけないーーー

ただし大雪に阻まれなければ



東京電力は新潟県内で2016年

TVラジオ等CMを再開、毎日々々大量に。

抗議や、発電所トラブルのせ
いか、
YouTube等に移行のせい
か、

2018年に放送中止



新潟の人びとと原発の歴史

1996年巻町住民投票
→原発新設中止へ

2001年刈羽村住民投票
→プルサーマル導入実現せず



2012～13年 「みんなで決める会」による
県民投票運動

政党や組織の力に頼らず「原発推進・反対
を超え、互いに尊重し、話し合いを重ねる
中から県民ひとりひとりが自分たちの未来
に対して責任ある判断を示したい」と訴え、
7万筆弱を集めたが、県議会で否決。



2018年県知事選

原発再稼働が大争点になり、

自民系・花角氏は
「脱原発の社会をめざす」
「再稼働の是非は、県民に
信を問う」
と最後に打ち出して当選



2024年11～12月柏崎刈羽原発再稼働の是
非を問う新潟県民投票条例の直接請求運動



県民意識調査：新潟県原子力安全対策課 2025年11月発表

「東電が柏崎刈羽原発を運転することは
心配だ」→「そう思う＆どちらかといえば」

9月調査６９％、追加調査６２％

問５-1



県民意識調査：新潟県原子力安全対策課ページ

「再稼働の条件は現状で整っている」？
→「そうは思わない＆どちらかといえば」

９月調査７０％、追加調査６１％



県民意識調査：新潟県原子力安全対策課ページ

「どのような対策を行ったとしても再稼働すべきで
ない」？
→「そう思う＆どちらかといえば」

９月調査４７％、追加調査４３％

→「そう思わない＆どちらかといえば」
9月調査５１％、追加調査５７％



10月16日新潟県議会 参考人招致・質疑
東京電力社長、「１０００億円の基金」を発表

国からの交付金等も、総額１０００億円規模と公表

「新潟県民の頬を札束で叩くのか！」

「原発がなければ、いやこれからでも廃炉を決
めれば、県議会でこんな無駄な時間と金を使
うことなく、県民の暮らしの向上に時間を使う
ことができる！」

10月16日すぐにyoutube
広告が大量に流され始める

https://www.youtube.com/watch?v=1J
oJZmgAies

https://www.youtube.com/watch?v=1JoJZmgAies
https://www.youtube.com/watch?v=1JoJZmgAies
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2025年11月25日人間の鎖に1200人



近県からの声

長野県木島平村議会
意見書
2025年9月



ひだんれん
（原発事故被害者団体連絡会）

新潟県議会12月定例会へ
 請願

近県からの声



東京電力管内からの声

新潟日報デジタルより

11月30日までに37,892 筆が集まり、
12月1日に新潟県議会に提出
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今後に向けて


	スライド 1
	スライド 2: March, 2011: Symposium “Forty years with Fukushima NPP, Dreaming Our Future” Symposists include former Fukushima Governor and Tetsunari Iida 
	スライド 3: Abundant wild Mushrooms surround us  (October 2005)
	スライド 6
	スライド 7:   放射性物質があらゆる生活環境を汚染し、 放射性廃棄物が増えていく　 　
	スライド 8: 原発事故子ども・被災者支援法　に期待したが・・・
	スライド 9
	スライド 10: Number of nuclear victims in Chernobyl and Fukushima チェルノブイリと福島核惨事の被災者数 Extract fromUNSCEAR* Report. 2000,2008,2013 ; National Census of Japan. 2010　*UN Scientific Committee on the Effects of Atomic Radiation データはUNSCEAR報告と国勢調査より
	スライド 11: 柏崎刈羽原発で万一の事故が起きたら、 二重の被害を与える
	スライド 12: 柏崎刈羽原発で何かあったら 　　　　再び避難しなければいけないーーー  　ただし大雪に阻まれなければ
	スライド 13: 東京電力は新潟県内で2016年  TVラジオ等CMを再開、毎日々々大量に。
	スライド 15: 新潟の人びとと原発の歴史
	スライド 16: 2012～13年　「みんなで決める会」による県民投票運動
	スライド 17: 2018年県知事選
	スライド 18: 2024年11～12月柏崎刈羽原発再稼働の是非を問う新潟県民投票条例の直接請求運動　
	スライド 19: 県民意識調査：新潟県原子力安全対策課　2025年11月発表  「東電が柏崎刈羽原発を運転することは 心配だ」→「そう思う＆どちらかといえば」 　　9月調査６９％、追加調査６２％
	スライド 20: 県民意識調査：新潟県原子力安全対策課ページ  「再稼働の条件は現状で整っている」？ →「そうは思わない＆どちらかといえば」 　　９月調査７０％、追加調査６１％
	スライド 21: 県民意識調査：新潟県原子力安全対策課ページ  
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25: 近県からの声
	スライド 26: ひだんれん （原発事故被害者団体連絡会）   新潟県議会12月定例会へ  請願
	スライド 27: 東京電力管内からの声
	スライド 28

